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変
更
点

●
市
長
公
室

　
市
長
戦
略
課
…
民
間
投
資
の
喚
起
及
び
賑

わ
い
創
出
に
資
す
る
取
組
を
推
進
し
、
経

済
の
活
性
化
を
図
っ
て
、
ま
ち
の
活
力
を

高
め
る
た
め
、
市
長
戦
略
課
に
「
稼
ぐ
力

推
進
室
」
を
設
置
。

●
教
育
委
員
会

教
育
総
務
課
…
児
童
生
徒
数
の
減
少
が
進

む
中
、
学
校
再
編
を
含
め
、
小
・
中
学
校

の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
及
び
小
中
一
貫

教
育
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
教
育
の
質
の

充
実
を
図
る
た
め
、
教
育
総
務
課
に
「
学

校
適
正
配
置
推
進
室
」
を
設
置
。

　
学
校
教
育
課
…
就
学
援
助
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

推
進
な
ど
の
学
事
関
連
の
事
業
や
、
児
童・

生
徒
・
教
職
員
健
康
対
策
な
ど
の
保
健
関

連
の
事
業
を
効
率
的
に
行
う
た
め
、
学
務

課
の
学
事
担
当
の
全
事
業
及
び
保
健
給
食

担
当
の
う
ち
、
保
健
関
連
の
事
業
を
学
校

教
育
課
に
移
管
し
、「
学
事
保
健
担
当
」
を

設
置
。

学
校
管
理
課
…
小
・
中
学
校
の
経
理
、
給

食
運
営
、
施
設
管
理
等
の
事
業
を
集
中
さ

せ
、
効
率
的
・
効
果
的
な
事
業
執
行
を
図

る
た
め
、「
学
校
管
理
課
」
を
設
置
。

教
育
総
務
課
が
所
管
す
る
小
・
中
学
校
の

経
理
及
び
施
設
管
理
の
事
業
、
学
務
課
が

所
管
す
る
給
食
運
営
の
事
業
を
学
校
管
理

課
に
移
管
し
、「
経
理
給
食
担
当
」
と
「
施

設
担
当
」
を
設
置
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴
い

学
務
課
を
廃
止
。

課
の
移
転

●
産
業
交
流
部

�

産
業
支
援
課
…
「
富
士
市
地
域
産
業
支
援

セ
ン
タ
ー
Ｂビ

ーｅ
パ
レ
ッ
ト
ふ
じ
」
内
に
移

転
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
令
和
８
年
に
年
男
・
年

女
と
な
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
う
ち
、
無
作
為

に
選
ば
れ
た
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
選
定

し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
今
後
、
市
制
60
周
年
記
念
に
関

わ
る
様
々
な
事
業
で
使
用
し
ま
す
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
＆

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
用
す
る
と
き
は
…

こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク

は
、
市
制
60
周
年
の
祝
賀
に
賛
同
し
て
市
民

や
企
業
の
皆
さ
ん
が
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
も
使
用
で
き
ま
す
。

使
用
を
希
望
す
る
企
業
・
団
体
な
ど
は
企

画
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
役
所
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す

４
月
１
日
か
ら
変
更
し
ま
す

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
定

富
士
市
は
市
制
60
周
年
を
迎
え
ま
す

行
政
経
営
課
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様
々
な
行
政
課
題
に
的
確
か
つ
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
、
市
役
所
の
組
織

を
一
部
変
更
し
ま
す
。

オ
ー
ル
富
士
市
で
市
制
60
周
年
を
お
祝
い
し
よ
う
と
い
う
機
運
の
醸
成
を

図
る
た
め
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
公
募
し
、
選
定
し
ま

し
た
。

問 合 せ

問 合 せ

お知らせ

▲�詳しくは
こちら

お知らせ

市制施行以来、市民とともに積み重
ねてきた60年の歴史と、市の象徴と
して親しまれ、人々を見守ってきた
富士山への思いを込めたキャッチフ
レーズです。富士山とともに築いて
きた富士市の歩みを未来へつなぎ、
次の世代への期待と希望を「次の未
来へ」という言葉に託しました。

「６」は、還暦を表す赤で60年の節目
を象徴し、富士山からつながる「0」は
富士山とともに歩んできた道のりと
駿河湾へと流れる湧き水を表現して
います。お茶の葉は、自然の豊かさと
未来への成長を示しています。地域の
象徴を色と形に込め、これまでの歩み
と、未来への希望をデザインしました。

ロゴマーク制作
岩崎佐知子さん（柚木） 宮坂紘

ひろ
佳
か
さん（入山瀬）

キャッチフレーズ制作

●富士市役所●富士市役所

富士市地域産業支援セン
ターBeパレットふじ
（中央図書館分館２階）
☎ 0545-52-6777
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